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頁
旧

新

1
表

紙
芦

屋
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
芦

屋
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（
平

成
2
4
年

3
月

改
訂

）

2
各

図
ＩＮ

Ｄ
Ｅ

Ｘ
凡

例

序
論

４
　

計
画

の
構

成
と

策
定

の
手

順

3

(
1
)
計

画
の

位
置

づ
け

■
　

計
画

年
次

5

計
画

基
準

年
次

　
　

　
　

平
成

1
2
年

度
(2

0
0
0
年

)
計

画
開

始
年

次
　

　
　

　
平

成
1
7
年

度
(2

0
0
5
年

計
画

目
標

年
次

　
　

　
　

平
成

3
2
年

度
(2

0
2
0
年

)

計
画

基
準

年
次

　
　

　
　

平
成

1
2
年

度
(2

0
0
0
年

)
計

画
開

始
年

次
　

　
　

　
平

成
1
7
年

度
(2

0
0
5
年

)
計

画
修

正
年

次
　

　
　

　
平

成
2
2
年

度
(2

0
1
0
年

)
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

平
成

2
7
年

度
(2

0
1
5
年

)
計

画
目

標
年

次
　

　
　

　
平

成
3
2
年

度
(2

0
2
0
年

)

4

図
　

芦
屋

市
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
全

体
構

成
と

位
置

付
け

5

芦
屋

市
の

関
連

計
画

・
芦

屋
市

緑
の

基
本

計
画

・
芦

屋
市

住
宅

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
・
芦

屋
市

地
域

防
災

計
画

及
び

水
防

計
画

・
第

２
次

芦
屋

市
環

境
計

画
・
芦

屋
市

地
域

福
祉

計
画

・
芦

屋
市

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
行

動
計

画
　

　
そ

の
他

，
分

野
別

関
連

計
画

芦
屋

市
の

関
連

計
画

・
芦

屋
市

緑
の

基
本

計
画

・
芦

屋
市

住
宅

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
・
芦

屋
市

地
域

防
災

計
画

及
び

水
防

計
画

・
第

２
次

芦
屋

市
環

境
計

画
・
芦

屋
市

地
域

福
祉

計
画

　
　

そ
の

他
，

分
野

別
関

連
計

画

5

(
2
)
計

画
策

定
の

手
順

図
　

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

策
定

手
順

6

見
直

し
（
平

成
２

２
年

度
）

見
直

し
（
平

成
2
2
年

度
～

2
3
年

度
）

現
況

１
　

芦
屋

市
の

現
況

6

(
3
)
社

会
的

条
件

1
2

１
)　

人
口

及
び

世
帯

数
の

動
向

　
本

市
の

人
口

は
，

昭
和

4
5
年

か
ら

6
0
年

に
か

け
て

か
な

り
の

勢
い

で
増

加
し

，
平

成
２

年
に

は
増

加
の

勢
い

は
衰

え
た

も
の

の
，

人
口

8
7
,5

2
4
人

，
世

帯
数

3
2
,4

2
7
世

帯
に

達
し

ま
し

た
。

こ
れ

を
ピ

ー
ク

に
，

そ
の

後
人

口
は

や
や

停
滞

傾
向

に
あ

り
ま

し
た

が
，

平
成

７
年

１
月

1
7
日

の
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
影

響
を

受
け

，
平

成
７

年
の

人
口

は
7
5
,0

3
2
人

，
2
9
,0

7
0
世

帯
と

大
幅

に
減

少
し

ま
し

た
。

そ
の

後
，

ま
ち

の
復

旧
・
復

興
に

伴
い

平
成

1
2
年

に
は

8
3
,8

3
4
人

に
回

復
し

，
平

成
1
7
年

1
月

現
在

に
お

い
て

は
9
0
,4

1
0
人

と
な

っ
て

い
ま

す
。

平
均

世
帯

人
員

は
，

昭
和

4
5
年

に
は

１
世

帯
当

た
り

平
均

3
.4

人
で

し
た

が
年

々
減

少
し

，
平

成
1
2
年

に
は

約
2
.5

人
と

な
っ

て
い

ま
す

。

１
)　

人
口

及
び

世
帯

数
の

動
向

　
本

市
の

人
口

は
，

昭
和

4
5
年

か
ら

6
0
年

に
か

け
て

か
な

り
の

勢
い

で
増

加
し

，
平

成
２

年
に

は
増

加
の

勢
い

は
衰

え
た

も
の

の
，

人
口

8
7
,5

2
4
人

，
世

帯
数

3
2
,4

2
7
世

帯
に

達
し

ま
し

た
。

こ
れ

を
ピ

ー
ク

に
，

そ
の

後
人

口
は

や
や

停
滞

傾
向

に
あ

り
ま

し
た

が
，

平
成

７
年

１
月

1
7
日

の
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
影

響
を

受
け

，
平

成
７

年
の

人
口

は
7
5
,0

3
2
人

，
2
9
,0

7
0
世

帯
と

大
幅

に
減

少
し

ま
し

た
。

そ
の

後
，

ま
ち

の
復

旧
・
復

興
に

伴
い

平
成

1
2
年

に
は

8
3
,8

3
4
人

に
回

復
し

，
平

成
1
7
年

に
は

9
0
,5

9
0
人

，
平

成
2
2
年

に
は

9
3
,2

3
8
人

と
な

っ
て

い
ま

す
。

平
均

世
帯

人
員

は
，

昭
和

4
5
年

に
は

１
世

帯
当

た
り

平
均

3
.4

人
で

し
た

が
年

々
減

少
し

，
平

成
1
2
年

に
は

約
2
.5

人
，

平
成

1
7
年

に
は

約
2
.4

人
，

平
成

2
2
年

に
は

約
2
.3

人
と

な
っ

て
い

ま
す

。

図
1
-
5
、

1
-
6
の

変
更

（
H

2
2
国

勢
調

査
・
確

定
値

よ
り

作
成

)

7
1
3

  
年

齢
階

層
別

に
見

る
と

，
昭

和
4
5
年

で
は

年
少

人
口

(０
～

1
4
歳

)1
5
,1

9
0

人
(2

1
.4

％
)，

生
産

年
齢

人
口

(1
5
～

6
4
歳

)5
0
,5

3
1
人

(7
1
.2

％
)，

老
齢

人
口

(6
5
歳

以
上

)5
,2

1
7
人

(7
.4

％
)で

あ
っ

た
も

の
が

，
平

成
1
7
年

で
は

年
少

人
口

が
1
1
,7

2
7
人

(1
2
.9

％
)，

生
産

年
齢

人
口

が
6
0
,2

9
8
人

(6
6
.6

％
)と

，
全

体
に

占
め

る
割

合
が

減
少

し
て

い
る

の
に

対
し

，
老

齢
人

口
は

1
8
,4

2
2
人

(2
0
.3

％
)と

増
え

て
い

ま
す

。
今

後
も

少
子

高
齢

化
の

傾
向

は
継

続
し

，
平

成
4
2
年

に
は

老
齢

人
口

は
3
0
％

を
超

え
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
本

市
は

住
宅

都
市

と
し

て
の

性
格

上
，

市
域

外
へ

の
従

業
者

・
通

学
者

が
多

く
，

昼
間

人
口

率
は

昭
和

4
5
年

以
降

お
お

む
ね

8
0
.0

％
前

後
で

推
移

し
て

お
り

大
き

な
変

化
は

あ
り

ま
せ

ん
。

  
年

齢
階

層
別

に
見

る
と

，
昭

和
4
5
年

で
は

年
少

人
口

(０
～

1
4
歳

)1
5
,1

9
0

人
(2

1
.4

％
)，

生
産

年
齢

人
口

(1
5
～

6
4
歳

)5
0
,5

3
1
人

(7
1
.2

％
)，

老
齢

人
口

(6
5
歳

以
上

)5
,2

1
7
人

(7
.4

％
)で

あ
っ

た
も

の
が

，
平

成
2
2
年

で
は

年
少

人
口

が
1
2
,6

3
5
人

(1
3
.6

％
)，

生
産

年
齢

人
口

が
5
8
,8

2
0
人

(6
3
.2

％
)と

，
全

体
に

占
め

る
割

合
が

減
少

し
て

い
る

の
に

対
し

，
老

齢
人

口
は

2
1
,5

7
0
人

(2
3
.2

％
)と

増
え

て
い

ま
す

。
今

後
も

少
子

高
齢

化
の

傾
向

は
継

続
し

，
平

成
4
2
年

に
は

老
齢

人
口

は
3
0
％

を
超

え
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
本

市
は

住
宅

都
市

と
し

て
の

性
格

上
，

市
域

外
へ

の
従

業
者

・
通

学
者

が
多

く
，

昼
間

人
口

率
は

昭
和

4
5
年

以
降

お
お

む
ね

8
0
.0

％
前

後
で

推
移

し
て

お
り

大
き

な
変

化
は

あ
り

ま
せ

ん
。

図
1
-
7
の

変
更

（
H

2
2
国

勢
調

査
・
確

定
値

よ
り

作
成

)

8
1
4

　
本

市
で

は
市

街
化

区
域

の
ほ

と
ん

ど
が

人
口

集
中

地
区

(Ｄ
ＩＤ

)※
に

含
ま

れ
ま

す
。

人
口

集
中

地
区

の
面

積
は

昭
和

4
5
年

か
ら

5
5
年

に
か

け
て

6
.1

k
㎡

か
ら

7
.6

k㎡
へ

と
増

加
し

て
い

ま
す

が
，

こ
れ

は
芦

屋
浜

地
域

の
埋

立
て

に
よ

る
市

街
化

や
山

麓
地

域
の

一
部

が
人

口
集

中
地

区
と

な
っ

た
た

め
で

，
そ

の
後

の
面

積
は

大
き

く
変

わ
っ

て
い

ま
せ

ん
。

人
口

集
中

地
区

人
口

は
，

昭
和

4
5
年

の
6
8
,0

6
0
人

か
ら

増
加

し
て

昭
和

5
5
年

か
ら

安
定

し
，

平
成

２
年

で
は

8
5
,3

4
1
人

と
な

っ
て

い
ま

し
た

が
，

震
災

後
は

，
市

街
地

中
心

部
の

被
害

が
大

き
か

っ
た

こ
と

か
ら

大
き

く
減

少
し

，
平

成
７

年
で

は
7
2
,3

5
3
人

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
ち

の
復

興
と

併
せ

て
平

成
1
2
年

に
は

7
9
,4

8
9
人

，
平

成
1
7
年

に
は

8
5
,4

9
7
人

と
，

震
災

前
の

水
準

ま
で

回
復

し
て

い
ま

す
。

　
本

市
で

は
市

街
化

区
域

の
ほ

と
ん

ど
が

人
口

集
中

地
区

(Ｄ
ＩＤ

)※
に

含
ま

れ
ま

す
。

人
口

集
中

地
区

の
面

積
は

昭
和

4
5
年

か
ら

5
5
年

に
か

け
て

6
.1

k
㎡

か
ら

7
.6

k㎡
へ

と
増

加
し

て
い

ま
す

が
，

こ
れ

は
芦

屋
浜

地
域

の
埋

立
て

に
よ

る
市

街
化

や
山

麓
地

域
の

一
部

が
人

口
集

中
地

区
と

な
っ

た
た

め
で

，
そ

の
後

の
面

積
は

大
き

く
変

わ
っ

て
い

ま
せ

ん
。

人
口

集
中

地
区

人
口

は
，

昭
和

4
5
年

の
6
8
,0

6
0
人

か
ら

増
加

し
て

昭
和

5
5
年

か
ら

安
定

し
，

平
成

２
年

で
は

8
5
,3

4
1
人

と
な

っ
て

い
ま

し
た

が
，

震
災

後
は

，
市

街
地

中
心

部
の

被
害

が
大

き
か

っ
た

こ
と

か
ら

大
き

く
減

少
し

，
平

成
７

年
で

は
7
2
,3

5
3
人

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
ち

の
復

興
と

併
せ

て
平

成
1
2
年

に
は

7
9
,4

8
9
人

，
平

成
1
7
年

に
は

8
5
,4

9
7
人

，
平

成
2
2
年

に
は

8
6
,3

3
6
人

と
，

震
災

前
の

水
準

に
回

復
し

て
い

ま
す

。

図
1
-
9
の

変
更

（
H

2
2
国

勢
調

査
・
確

定
値

よ
り

作
成

)

9

(
4
)
ま

ち
づ

く
り

の
沿

革

1
7

「
平

成
2
2
年

」
の

表
中

山
手

幹
線

全
線

開
通

芦
屋

川
南

特
別

景
観

地
区

の
指

定

「
平

成
2
2
年

」
の

表
中

山
手

幹
線

全
線

開
通

芦
屋

川
南

特
別

景
観

地
区

の
指

定
第

４
次

芦
屋

市
総

合
計

画
を

策
定

す
る

全
体

構
想

２
　

実
現

に
向

け
た

都
市

計
画

上
の

主
要

課
題

1
0

(
2
)
都

市
施

設

3
3

　
主

要
な

都
市

機
能

を
果

た
し

て
い

る
市

役
所

や
市

民
セ

ン
タ

ー
，

学
校

・
幼

稚
園

・
集

会
所

等
の

公
共

施
設

の
有

効
利

用
を

図
る

と
と

も
に

，
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

に
よ

っ
て

相
互

の
補

完
機

能
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

　
主

要
な

都
市

機
能

を
果

た
し

て
い

る
市

役
所

や
市

民
セ

ン
タ

ー
，

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

，
学

校
・
幼

稚
園

・
集

会
所

等
の

公
共

施
設

の
有

効
利

用
を

図
る

と
と

も
に

，
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

に
よ

っ
て

相
互

の
補

完
機

能
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

３
　

ま
ち

づ
く

り
の

整
備

方
針

1
1

(
2
)
都

市
施

設
の

整
備

方
針

　
③

地
域

幹
線

道
路

4
2

ま
た

，
す

べ
て

の
歩

行
者

や
自

転
車

に
優

し
く

快
適

な
空

間
を

提
供

す
る

た
め

，
現

道
の

状
態

や
周

辺
の

土
地

利
用

，
財

政
状

況
を

勘
案

し
つ

つ
，

歩
道

空
間

の
確

保
や

道
路

の
緑

化
，

歩
道

と
自

転
車

道
の

区
分

の
明

示
，

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
や

人
の

動
線

を
最

優
先

に
考

え
た

整
備

計
画

，
景

観
に

配
慮

し
た

ス
ト

リ
ー

ト
フ

ァ
ニ

チ
ャ

ー
※

の
設

置
，

無
電

柱
化

な
ど

を
検

討
し

ま
す

。

ま
た

，
す

べ
て

の
歩

行
者

や
自

転
車

に
優

し
く

快
適

な
空

間
を

提
供

す
る

た
め

，
現

道
の

状
態

や
周

辺
の

土
地

利
用

，
歩

道
空

間
の

確
保

や
道

路
の

緑
化

，
歩

道
と

自
転

車
道

の
区

分
の

明
示

，
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

や
人

の
動

線
を

最
優

先
に

考
え

た
整

備
計

画
，

景
観

に
配

慮
し

た
ス

ト
リ

ー
ト

フ
ァ

ニ
チ

ャ
ー

※
の

設
置

，
無

電
柱

化
な

ど
を

検
討

し
ま

す
。

1
2

　
⑥

交
通

施
設

整
備

の
際

の
　

　
配

慮
事

項

4
3

　
ま

た
，

す
べ

て
の

歩
行

者
や

自
転

車
に

優
し

く
快

適
な

道
路

空
間

を
提

供
す

る
た

め
，

道
路

幅
員

や
周

辺
の

土
地

利
用

，
財

政
状

況
を

勘
案

し
つ

つ
，

広
幅

員
歩

道
の

確
保

や
道

路
の

緑
化

，
歩

道
と

自
転

車
道

の
区

分
の

明
示

，
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

や
人

の
動

線
を

最
優

先
に

考
え

た
整

備
計

画
，

景
観

に
配

慮
し

た
ス

ト
リ

ー
ト

フ
ァ

ニ
チ

ャ
ー

※
の

設
置

，
無

電
柱

化
な

ど
を

検
討

し
ま

す
。

　
ま

た
，

す
べ

て
の

歩
行

者
や

自
転

車
に

優
し

く
快

適
な

道
路

空
間

を
提

供
す

る
た

め
，

道
路

幅
員

や
周

辺
の

土
地

利
用

，
広

幅
員

歩
道

の
確

保
や

道
路

の
緑

化
，

歩
道

と
自

転
車

道
の

区
分

の
明

示
，

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
や

人
の

動
線

を
最

優
先

に
考

え
た

整
備

計
画

，
景

観
に

配
慮

し
た

ス
ト

リ
ー

ト
フ

ァ
ニ

チ
ャ

ー
※

の
設

置
，

無
電

柱
化

な
ど

を
検

討
し

ま
す

。

1
3

　
⑦

都
市

計
画

道
路

の
　

　
事

業
化

に
際

し
て

の
配

慮
 
 
 
 
事

項

4
3

⑦
都

市
計

画
道

路
の

事
業

化
等

に
際

し
て

の
配

慮
事

項
　

今
後

の
都

市
計

画
道

路
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

，
未

整
備

の
都

市
計

画
道

路
の

あ
り

方
に

つ
い

て
研

究
を

進
め

る
と

と
も

に
，

将
来

都
市

構
造

や
交

通
機

能
，

防
災

機
能

，
都

市
環

境
機

能
等

に
留

意
し

つ
つ

，
駅

周
辺

へ
の

交
通

ア
ク

セ
ス

向
上

，
公

共
交

通
機

関
の

利
便

性
向

上
，

全
て

の
歩

行
者

に
優

し
い

快
適

な
道

路
空

間
の

確
保

等
の

視
点

を
踏

ま
え

，
優

先
順

位
を

検
討

し
た

上
で

，
計

画
的

な
整

備
を

検
討

し
ま

す
。

ま
た

，
事

業
化

に
際

し
て

は
，

市
民

意
識

の
把

握
と

反
映

を
図

る
と

と
も

に
，

関
係

機
関

と
調

整
を

図
り

ま
す

。

⑦
都

市
計

画
道

路
の

事
業

化
等

に
際

し
て

の
配

慮
事

項
　

今
後

の
都

市
計

画
道

路
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

，
未

整
備

の
都

市
計

画
道

路
の

あ
り

方
に

つ
い

て
研

究
を

進
め

る
と

と
も

に
，

将
来

都
市

構
造

や
交

通
機

能
，

防
災

機
能

，
都

市
環

境
機

能
等

に
留

意
し

つ
つ

，
駅

周
辺

へ
の

交
通

ア
ク

セ
ス

向
上

，
公

共
交

通
機

関
の

利
便

性
向

上
，

全
て

の
歩

行
者

に
優

し
い

快
適

な
道

路
空

間
の

確
保

等
の

視
点

を
踏

ま
え

，
優

先
順

位
を

検
討

し
た

上
で

，
計

画
的

な
整

備
を

進
め

ま
す

。
ま

た
，

事
業

化
に

際
し

て
は

，
市

民
意

識
の

把
握

と
反

映
を

図
る

と
と

も
に

，
関

係
機

関
と

調
整

を
図

り
ま

す
。

1
4

(
2
)
都

市
施

設
の

整
備

方
針

　
５

)
そ

の
他

都
市

施
設

の
　

　
整

備
方

針
　

①
下

水
道

整
備

方
針

4
6

　
下

水
道

の
維

持
管

理
に

当
た

っ
て

は
，

下
水

道
長

寿
命

化
計

画
等

を
策

定
し

，
合

流
区

域
の

一
部

の
分

流
化

を
検

討
す

る
と

と
も

に
，

市
街

化
区

域
内

の
下

水
道

施
設

に
つ

い
て

は
，

計
画

的
な

増
強

や
改

修
な

ど
の

機
能

強
化

を
検

討
し

ま
す

。
ま

た
，

処
理

水
の

有
効

活
用

を
図

る
と

と
も

に
，

下
水

汚
泥

の
再

利
用

な
ど

を
広

域
で

進
め

ま
す

。

　
下

水
道

の
維

持
管

理
に

当
た

っ
て

は
，

下
水

道
長

寿
命

化
計

画
等

を
策

定
し

，
合

流
区

域
の

分
流

化
を

検
討

す
る

と
と

も
に

，
市

街
化

区
域

内
の

下
水

道
施

設
に

つ
い

て
は

，
計

画
的

な
増

強
や

改
修

な
ど

の
機

能
強

化
を

検
討

し
ま

す
。

ま
た

，
処

理
水

の
有

効
活

用
を

図
る

と
と

も
に

，
下

水
汚

泥
の

再
利

用
な

ど
を

広
域

で
進

め
ま

す
。

■
芦

屋
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
－

新
旧

対
照

表
　

（
前

回
の

都
市

計
画

審
議

会
以

降
に

変
更

を
行

っ
た

箇
所

）
　

 
　

H
2
4
.
1
.
1
6
 
都

市
計

画
審

議
会

説
明

用
資

料

項
 
 
目
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頁
旧

新
項

 
 
目

1
5

(
3
)
自

然
環

境
保

全
及

び
　

都
市

環
境

形
成

の
方

針
　

２
)
都

市
環

境
の

保
全

と
形

成
　

①
住

環
境

の
保

全
と

形
成

4
7

　
山

手
地

域
や

芦
屋

川
沿

い
，

芦
屋

浜
地

域
の

低
層

住
宅

地
で

は
，

景
観

地
区

や
風

致
地

区
，

緑
の

保
全

地
区

及
び

建
築

協
定

や
地

区
計

画
な

ど
に

よ
っ

て
現

在
の

優
れ

た
住

環
境

を
保

全
す

る
と

と
も

に
，

生
垣

や
庭

木
な

ど
に

よ
る

民
有

地
内

の
緑

化
を

促
進

す
る

た
め

，
助

成
制

度
の

創
設

を
検

討
し

ま
す

。
ま

た
，

真
夏

の
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
※

や
井

戸
枯

れ
，

植
栽

へ
の

か
ん

水
等

に
対

応
す

る
た

め
，

透
水

性
舗

装
や

雨
水

浸
透

桝
等

を
活

用
し

て
雨

水
の

土
中

へ
の

浸
透

を
促

進
し

ま
す

。

　
山

手
地

域
や

芦
屋

川
沿

い
，

芦
屋

浜
地

域
の

低
層

住
宅

地
で

は
，

景
観

地
区

や
風

致
地

区
，

緑
の

保
全

地
区

及
び

建
築

協
定

や
地

区
計

画
な

ど
に

よ
っ

て
現

在
の

優
れ

た
住

環
境

を
保

全
す

る
と

と
も

に
，

生
垣

や
庭

木
な

ど
に

よ
る

民
有

地
内

の
緑

化
を

促
進

す
る

た
め

，
助

成
制

度
を

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

ま
た

，
真

夏
の

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

現
象

※
や

井
戸

枯
れ

，
植

栽
へ

の
か

ん
水

等
に

対
応

す
る

た
め

，
透

水
性

舗
装

や
雨

水
浸

透
桝

等
を

活
用

し
て

雨
水

の
土

中
へ

の
浸

透
を

促
進

し
ま

す
。

1
6

　
②

屋
上

緑
化

・
壁

面
緑

化
の

推
進

4
8

　
都

市
の

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

現
象

の
緩

和
や

緑
被

率
の

向
上

の
た

め
，

兵
庫

県
の

「
環

境
の

保
全

と
創

造
に

関
す

る
条

例
」
や

本
市

の
「
緑

化
基

金
事

業
」

等
の

趣
旨

に
基

づ
き

，
屋

上
緑

化
や

壁
面

緑
化

，
駐

車
場

敷
地

の
緑

化
等

を
積

極
的

に
促

進
し

ま
す

。

　
都

市
の

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

現
象

の
緩

和
や

緑
被

率
の

向
上

の
た

め
，

兵
庫

県
の

「
環

境
の

保
全

と
創

造
に

関
す

る
条

例
」
や

本
市

の
「
緑

化
助

成
制

度
」

等
の

趣
旨

に
基

づ
き

，
屋

上
緑

化
や

壁
面

緑
化

，
駐

車
場

敷
地

の
緑

化
等

を
積

極
的

に
促

進
し

ま
す

。

1
7

(
4
)
都

市
景

観
形

成
の

方
針

5
2

　
本

市
で

は
，

美
し

い
川

と
海

、
緑

ゆ
た

か
な

六
甲

山
と

い
う

恵
ま

れ
た

自
然

を
背

景
に

，
市

民
の

参
画

と
協

働
の

下
，

美
し

い
住

宅
地

の
景

観
が

形
成

さ
れ

，
こ

れ
ま

で
様

々
な

景
観

誘
導

施
策

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

さ
ら

に
，

こ
れ

ら
の

施
策

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

，
平

成
2
1
年

度
に

は
市

全
域

を
景

観
法

に
定

め
ら

れ
て

い
る

「
景

観
地

区
」
に

指
定

し
ま

し
た

。
今

後
は

総
合

的
な

景
観

行
政

の
指

針
と

な
る

「
景

観
計

画
」
を

策
定

す
る

と
と

も
に

，
「
景

観
計

画
」

や
「
緑

の
基

本
計

画
」
に

基
づ

く
良

好
な

景
観

形
成

を
継

続
し

ま
す

。

　
本

市
で

は
，

美
し

い
川

と
緑

ゆ
た

か
な

六
甲

山
と

い
う

恵
ま

れ
た

自
然

を
背

景
に

，
市

民
の

参
画

と
協

働
の

下
，

美
し

い
住

宅
地

の
景

観
が

形
成

さ
れ

，
こ

れ
ま

で
様

々
な

景
観

誘
導

施
策

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

さ
ら

に
，

こ
れ

ら
の

施
策

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

，
平

成
2
1
年

度
に

は
市

全
域

を
景

観
法

に
定

め
ら

れ
て

い
る

「
景

観
地

区
」
に

指
定

し
ま

し
た

。
今

後
は

総
合

的
な

景
観

行
政

の
指

針
と

な
る

「
景

観
計

画
」
を

策
定

す
る

と
と

も
に

，
「
景

観
計

画
」
や

「
緑

の
基

本
計

画
」
に

基
づ

く
良

好
な

景
観

形
成

を
継

続
し

ま
す

。

1
8

　
１

)
都

市
景

観
保

全
の

方
針

5
2

　
こ

の
ほ

か
，

ま
ち

の
景

観
要

素
と

な
っ

て
い

る
和

館
，

洋
館

を
有

す
る

邸
宅

街
，

樹
林

地
・
緑

地
・
史

跡
文

化
財

，
社

寺
林

等
に

つ
い

て
は

，
市

民
の

協
力

を
得

な
が

ら
景

観
重

要
建

造
物

等
の

指
定

や
，

緑
の

保
全

地
区

※
の

指
定

を
図

り
つ

つ
，

適
切

な
保

全
・
活

用
に

取
り

組
み

ま
す

。
ま

た
，

芦
屋

川
沿

い
な

ど
特

徴
あ

る
景

観
の

保
全

・
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
地

区
に

つ
い

て
は

，
特

別
景

観
地

区
に

指
定

す
る

な
ど

，
地

域
固

有
の

景
観

の
保

全
・
向

上
を

強
化

し
ま

す
。

　
こ

の
ほ

か
，

ま
ち

の
景

観
要

素
と

な
っ

て
い

る
和

館
，

洋
館

を
有

す
る

邸
宅

街
，

樹
林

地
・
緑

地
・
史

跡
文

化
財

，
社

寺
林

等
に

つ
い

て
は

，
市

民
の

協
力

を
得

な
が

ら
景

観
重

要
建

造
物

等
の

指
定

や
，

緑
の

保
全

地
区

※
の

指
定

を
図

り
つ

つ
，

適
切

な
保

全
・
活

用
に

取
り

組
み

ま
す

。
ま

た
，

芦
屋

川
沿

い
な

ど
特

徴
あ

る
景

観
の

保
全

・
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
地

区
に

つ
い

て
は

，
今

後
も

特
別

景
観

地
区

に
指

定
す

る
な

ど
，

地
域

固
有

の
景

観
の

保
全

・
向

上
を

強
化

し
ま

す
。

1
9

(
5
)
市

街
地

及
び

住
宅

地
整

備
の

方
針 　

２
)
住

宅
の

整
備

方
針

　
①

公
営

住
宅

の
適

正
な

維
持

管
理

5
7

　
「
芦

屋
市

営
住

宅
等

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

」
に

基
づ

き
，

安
心

・
安

全
で

良
質

な
住

宅
ス

ト
ッ

ク
を

長
期

に
わ

た
っ

て
確

保
す

る
と

と
も

に
，

良
好

な
居

住
環

境
形

成
を

総
合

的
に

推
進

す
る

た
め

，
本

市
の

財
政

状
況

等
を

考
慮

し
な

が
ら

計
画

的
な

住
宅

整
備

や
適

切
な

維
持

管
理

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

　
「
芦

屋
市

営
住

宅
等

ス
ト

ッ
ク

総
合

活
用

計
画

」
に

基
づ

き
，

安
心

・
安

全
で

良
質

な
住

宅
ス

ト
ッ

ク
を

長
期

に
わ

た
っ

て
確

保
す

る
と

と
も

に
，

良
好

な
居

住
環

境
形

成
を

総
合

的
に

推
進

す
る

た
め

，
計

画
的

な
住

宅
整

備
や

適
切

な
維

持
管

理
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

2
0

(
6
)
都

市
防

災
の

方
針

　
１

)
防

災
系

緑
地

の
配

置
　

①
山

地
の

防
災

対
策

5
9

　
本

市
北

部
の

山
地

は
ほ

ぼ
全

域
が

砂
防

指
定

区
域

及
び

保
安

林
※

に
指

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
防

災
系

緑
地

と
し

て
保

全
を

図
り

ま
す

。
ま

た
，

芦
屋

川
上

流
や

芦
有

道
路

沿
道

，
奥

池
地

区
周

辺
に

お
い

て
治

山
，

砂
防

対
策

を
講

じ
る

よ
う

に
関

係
機

関
と

協
議

し
て

進
め

ま
す

。
加

え
て

，
山

裾
で

の
土

砂
災

害
の

発
生

及
び

住
宅

の
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
に

，
「
六

甲
山

系
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

整
備

事
業

」
等

に
よ

る
植

林
や

維
持

管
理

，
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
周

知
を

関
係

機
関

と
協

議
し

て
進

め
ま

す
。

　
本

市
北

部
の

山
地

は
ほ

ぼ
全

域
が

砂
防

指
定

区
域

及
び

保
安

林
※

に
指

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
防

災
系

緑
地

と
し

て
保

全
を

図
り

ま
す

。
ま

た
，

芦
屋

川
上

流
や

芦
有

道
路

沿
道

，
奥

池
地

区
周

辺
に

お
い

て
治

山
，

砂
防

対
策

を
講

じ
る

よ
う

に
関

係
機

関
と

協
議

し
て

進
め

ま
す

。
加

え
て

，
山

裾
で

の
土

砂
災

害
の

発
生

及
び

住
宅

の
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
に

，
「
六

甲
山

系
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

整
備

事
業

」
等

に
よ

る
植

林
や

維
持

管
理

等
，

安
全

対
策

の
強

化
に

つ
い

て
関

係
機

関
と

協
議

し
て

進
め

ま
す

。

2
1

(
7
)
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
方

針
　

１
)
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
　

　
の

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

6
2

　
な

お
，

各
種

施
設

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
，

官
民

問
わ

ず
，

だ
れ

も
が

利
用

し
や

す
い

よ
う

，
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

考
え

の
普

及
・
啓

発
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

　
な

お
，

各
種

施
設

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
，

だ
れ

も
が

利
用

し
や

す
い

よ
う

，
官

民
問

わ
ず

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
考

え
の

普
及

・
啓

発
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

2
2

(
8
)
市

民
，

事
業

者
及

び
行

政
に

よ
る

参
画

と
協

働
の

ま
ち

づ
く

り
　

４
)
行

財
政

を
踏

ま
え

た
整

備
　

①
効

果
，

効
率

を
重

視
し

た
　

　
整

備

6
5

　
震

災
関

連
事

業
に

よ
る

多
大

な
支

出
を

余
儀

な
く

さ
れ

た
本

市
で

は
，

事
業

に
対

す
る

財
政

的
な

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

は
当

面
期

待
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
，

少
子

高
齢

社
会

を
迎

え
，

財
政

状
況

も
厳

し
さ

を
増

す
こ

と
が

明
ら

か
な

状
況

の
中

で
，

今
後

は
施

設
整

備
や

維
持

管
理

を
財

政
的

観
点

か
ら

と
ら

え
，

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

に
十

分
配

慮
し

た
整

備
運

用
を

図
り

ま
す

。

　
震

災
関

連
事

業
に

よ
る

多
大

な
支

出
を

余
儀

な
く

さ
れ

た
本

市
で

は
，

財
政

健
全

化
に

取
り

組
み

，
早

期
に

安
定

し
た

財
政

運
営

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

ま
た

，
少

子
高

齢
社

会
を

迎
え

，
財

政
状

況
も

厳
し

さ
を

増
す

こ
と

が
明

ら
か

な
状

況
の

中
で

，
今

後
は

施
設

整
備

や
維

持
管

理
を

財
政

的
観

点
か

ら
と

ら
え

，
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
に

十
分

配
慮

し
た

整
備

運
用

を
図

り
ま

す
。

地
域

別
構

想

３
　

山
手

地
域

の
ま

ち
づ

く
り

方
針

2
3

(
1
)
地

域
の

現
況

，
課

題
及

び
将

来
像 　

１
）
山

手
地

域
の

現
況

と
課

題
　

　
■

現
況

8
0

　
地

域
内

に
は

，
山

芦
屋

町
の

滴
翠

美
術

館
や

，
六

麓
荘

町
の

芦
屋

大
学

，
朝

日
ケ

丘
町

の
甲

南
学

園
（
中

・
高

校
）
な

ど
の

文
教

施
設

や
，

市
立

養
護

老
人

ホ
ー

ム
和

風
園

や
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

聖
徳

園
な

ど
の

福
祉

施
設

が
あ

り
ま

す
。

　
地

域
内

に
は

，
山

芦
屋

町
の

滴
翠

美
術

館
や

，
六

麓
荘

町
の

芦
屋

大
学

，
朝

日
ケ

丘
町

の
甲

南
学

園
（
中

・
高

校
）
な

ど
の

文
教

施
設

や
，

市
立

養
護

老
人

ホ
ー

ム
和

風
園

や
三

条
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

福
祉

施
設

が
あ

り
ま

す
。

2
4

　
３

）
山

手
地

域
の

将
来

都
市

構
造

　
　

②
芦

屋
の

歴
史

と
触

れ
合

う
拠

点

8
3

　
全

国
的

に
も

め
ず

ら
し

い
弥

生
時

代
の

高
地

性
集

落
跡

で
あ

る
会

下
山

遺
跡

，
縄

文
文

化
期

の
朝

日
ケ

丘
遺

跡
，

六
甲

山
地

南
麓

に
お

け
る

代
表

的
な

古
墳

時
代

後
期

の
八

十
塚

古
墳

群
の

横
穴

式
石

室
が

見
学

で
き

る
六

麓
荘

町
周

辺
，

秋
祭

り
に

は
地

車
(だ

ん
じ

り
) 

※
で

に
ぎ

わ
い

境
内

に
古

墳
も

見
ら

れ
る

芦
屋

神
社

及
び

国
指

定
の

重
要

文
化

財
で

あ
る

フ
ラ

ン
ク

・
ロ

イ
ド

・
ラ

イ
ト

設
計

の
旧

山
邑

邸
※

は
，

歴
史

的
に

も
文

化
的

に
も

貴
重

な
景

観
資

源
と

し
て

，
「
芦

屋
の

歴
史

と
触

れ
合

う
拠

点
」
に

位
置

付
け

ら
れ

ま
す

。

　
全

国
的

に
も

め
ず

ら
し

い
弥

生
時

代
の

高
地

性
集

落
跡

と
し

て
，

平
成

2
3

年
２

月
に

国
史

跡
に

指
定

さ
れ

た
会

下
山

遺
跡

，
縄

文
文

化
期

の
朝

日
ケ

丘
遺

跡
，

六
甲

山
地

南
麓

に
お

け
る

代
表

的
な

古
墳

時
代

後
期

の
八

十
塚

古
墳

群
の

横
穴

式
石

室
が

見
学

で
き

る
六

麓
荘

町
周

辺
，

秋
祭

り
に

は
地

車
(だ

ん
じ

り
) 

※
で

に
ぎ

わ
い

境
内

に
古

墳
も

見
ら

れ
る

芦
屋

神
社

及
び

国
指

定
の

重
要

文
化

財
で

あ
る

フ
ラ

ン
ク

・
ロ

イ
ド

・
ラ

イ
ト

設
計

の
旧

山
邑

邸
※

は
，

歴
史

的
に

も
文

化
的

に
も

貴
重

な
景

観
資

源
と

し
て

，
「
芦

屋
の

歴
史

と
触

れ
合

う
拠

点
」
に

位
置

付
け

ら
れ

ま
す

。

2
5

(
4
)
自

然
環

境
保

全
及

び
都

市
環

境
形

成
の

方
針

　
１

）
水

辺
を

生
か

し
た

ビ
オ

ト
ー

プ
の

形
成

8
9

　
芦

屋
川

は
市

民
に

と
っ

て
身

近
な

存
在

で
あ

る
と

と
も

に
，

野
生

動
物

の
宝

庫
で

も
あ

る
こ

と
か

ら
，

様
々

な
動

植
物

の
生

息
域

と
し

て
の

河
川

空
間

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。
　

ま
た

，
現

在
自

然
観

察
公

園
と

し
て

活
用

さ
れ

て
い

る
仲

ノ
池

緑
地

や
，

多
く

の
野

鳥
が

や
っ

て
く

る
岩

園
天

神
社

近
く

の
灯

篭
池

は
，

市
民

が
自

然
の

姿
と

触
れ

合
え

る
身

近
な

ビ
オ

ト
ー

プ
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
市

民
の

協
力

を
得

な
が

ら
維

持
活

用
を

図
り

ま
す

。
ま

た
，

民
有

地
に

お
け

る
ビ

オ
ト

ー
プ

づ
く

り
を

積
極

的
に

呼
び

掛
け

ま
す

。

　
芦

屋
川

は
市

民
に

と
っ

て
身

近
な

存
在

で
あ

る
と

と
も

に
，

数
多

く
の

野
生

生
物

が
生

息
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，

動
植

物
の

生
息

域
と

し
て

の
河

川
空

間
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

　
ま

た
，

現
在

自
然

観
察

公
園

と
し

て
活

用
さ

れ
て

い
る

仲
ノ

池
緑

地
や

，
多

く
の

野
鳥

が
や

っ
て

く
る

岩
園

天
神

社
近

く
の

灯
篭

池
は

，
市

民
が

自
然

の
姿

と
触

れ
合

え
る

身
近

な
ビ

オ
ト

ー
プ

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

市
民

の
協

力
を

得
な

が
ら

維
持

活
用

を
図

り
ま

す
。

(以
下

削
除

)

2
6

(
5
)
都

市
景

観
形

成
の

方
針

　
２

)
住

宅
地

景
観

の
保

全

9
0

　
あ

る
程

度
ま

と
ま

っ
て

良
好

な
住

宅
地

が
形

成
さ

れ
て

い
る

地
区

に
お

い
て

は
，

景
観

地
区

の
基

準
に

基
づ

く
建

築
物

の
形

態
意

匠
の

規
制

の
ほ

か
，

建
築

協
定

や
地

区
計

画
等

の
導

入
を

促
し

て
住

環
境

を
保

全
す

る
こ

と
に

よ
り

，
統

一
感

の
あ

る
街

並
み

景
観

の
形

成
を

図
り

ま
す

。
特

に
，

低
層

戸
建

住
宅

地
区

や
，

朝
日

ケ
丘

町
西

側
の

中
層

集
合

住
宅

が
集

ま
っ

て
い

る
地

区
に

お
い

て
，

導
入

を
促

進
し

ま
す

。

　
良

好
な

住
宅

地
が

形
成

さ
れ

て
い

る
地

区
に

お
い

て
は

，
景

観
地

区
の

基
準

に
基

づ
く

建
築

物
の

形
態

意
匠

の
規

制
の

ほ
か

，
建

築
協

定
や

地
区

計
画

等
の

導
入

を
促

し
て

住
環

境
を

保
全

す
る

こ
と

に
よ

り
，

統
一

感
の

あ
る

街
並

み
景

観
の

形
成

を
図

り
ま

す
。

特
に

，
低

層
戸

建
住

宅
地

区
や

，
朝

日
ケ

丘
町

西
側

の
中

層
集

合
住

宅
が

集
ま

っ
て

い
る

地
区

に
お

い
て

，
導

入
を

促
進

し
ま

す
。

2
7

(
7
)
都

市
防

災
の

方
針

　
２

)
急

傾
斜

地
に

お
け

る
　

　
土

砂
災

害
の

防
止

9
1

　
当

地
域

に
は

急
斜

面
が

多
く

，
災

害
時

に
地

盤
の

崩
壊

な
ど

に
よ

る
被

害
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

「
宅

地
造

成
工

事
規

制
区

域
」
の

指
定

に
基

づ
く

適
切

な
開

発
指

導
や

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
の

周
知

を
関

係
機

関
と

協
議

し
て

進
め

ま
す

。
ま

た
，

山
裾

で
の

開
発

に
よ

る
宅

地
の

拡
大

を
抑

制
し

，
安

全
な

住
宅

地
の

形
成

と
災

害
防

止
に

努
め

ま
す

。
特

に
，

芦
屋

川
左

岸
の

急
斜

面
地

は
崩

壊
の

危
険

性
が

あ
る

た
め

，
土

地
活

用
時

や
建

築
計

画
時

に
崩

壊
危

険
の

防
除

を
図

る
よ

う
に

適
切

に
指

導
し

ま
す

。

　
当

地
域

に
は

急
斜

面
が

多
く

，
災

害
時

に
地

盤
の

崩
壊

な
ど

に
よ

る
被

害
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

「
宅

地
造

成
工

事
規

制
区

域
」
の

指
定

に
基

づ
く

適
切

な
開

発
指

導
や

安
全

対
策

の
強

化
に

つ
い

て
関

係
機

関
と

協
議

し
て

進
め

ま
す

。
ま

た
，

山
裾

で
の

開
発

に
よ

る
宅

地
の

拡
大

を
抑

制
し

，
安

全
な

住
宅

地
の

形
成

と
災

害
防

止
に

努
め

ま
す

。
特

に
，

芦
屋

川
左

岸
の

急
斜

面
地

は
崩

壊
の

危
険

性
が

あ
る

た
め

，
土

地
活

用
時

や
建

築
計

画
時

に
崩

壊
危

険
の

防
除

を
図

る
よ

う
に

適
切

に
指

導
し

ま
す

。

４
　

中
央

地
域

の
ま

ち
づ

く
り

方
針

2
8

(
1
)
地

域
の

現
況

，
課

題
　

及
び

将
来

像
　

１
)
中

央
地

域
の

現
況

と
課

題
　

■
課

題

9
3

　
当

地
域

は
，

急
速

な
市

街
地

形
成

と
都

市
機

能
の

集
中

に
よ

っ
て

様
々

な
課

題
を

抱
え

て
い

ま
す

。
交

通
が

停
滞

す
る

東
西

方
向

に
つ

い
て

は
山

手
幹

線
の

全
通

等
に

よ
り

一
定

の
ア

ク
セ

ス
強

化
が

図
ら

れ
つ

つ
あ

る
も

の
の

，
南

北
方

向
の

交
通

ア
ク

セ
ス

の
改

善
に

よ
る

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

確
保

や
，

災
害

時
の

物
資

輸
送

路
と

な
る

路
線

の
確

保
を

図
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

国
道

4
3
号

な
ど

の
広

域
幹

線
道

路
沿

道
で

は
通

過
交

通
の

騒
音

や
振

動
な

ど
に

対
す

る
沿

道
の

住
環

境
の

改
善

・
向

上
が

必
要

で
す

。
ま

た
，

低
層

住
宅

地
内

で
の

マ
ン

シ
ョ

ン
等

の
増

加
や

土
地

利
用

の
高

度
化

に
よ

っ
て

，
市

街
地

か
ら

緑
が

失
わ

れ
つ

つ
あ

る
こ

と
や

，
ま

と
ま

っ
た

緑
地

や
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

が
困

難
な

状
況

な
ど

，
震

災
復

興
関

連
事

業
完

了
後

の
住

環
境

の
変

化
に

対
応

す
る

，
総

合
的

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
当

地
域

は
，

急
速

な
市

街
地

形
成

と
都

市
機

能
の

集
中

に
よ

っ
て

様
々

な
課

題
を

抱
え

て
い

ま
す

。
交

通
が

停
滞

す
る

東
西

方
向

に
つ

い
て

は
山

手
幹

線
の

全
通

等
に

よ
り

一
定

の
ア

ク
セ

ス
強

化
が

図
ら

れ
つ

つ
あ

る
も

の
の

，
南

北
方

向
の

交
通

ア
ク

セ
ス

の
改

善
に

よ
る

災
害

時
の

物
資

輸
送

路
と

な
る

路
線

の
確

保
を

図
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

国
道

4
3
号

な
ど

の
広

域
幹

線
道

路
沿

道
で

は
通

過
交

通
の

騒
音

や
振

動
な

ど
に

対
す

る
沿

道
の

住
環

境
の

改
善

・
向

上
が

必
要

で
す

。
ま

た
，

低
層

住
宅

地
内

で
の

マ
ン

シ
ョ

ン
等

の
増

加
や

土
地

利
用

の
高

度
化

に
よ

っ
て

，
市

街
地

か
ら

緑
が

失
わ

れ
つ

つ
あ

る
こ

と
や

，
ま

と
ま

っ
た

緑
地

や
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

が
困

難
な

状
況

な
ど

，
震

災
復

興
関

連
事

業
完

了
後

の
住

環
境

の
変

化
に

対
応

す
る

，
総

合
的

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

2
9

(
3
)
都

市
施

設
整

備
の

方
針

　
２

)
駅

前
広

場
の

整
備

方
針

1
0
1

　
　

ＪＲ
芦

屋
駅

南
地

区
は

駅
前

広
場

の
整

備
を

検
討

し
，

本
市

の
南

玄
関

の
顔

と
し

て
，

周
辺

の
景

観
に

も
配

慮
し

な
が

ら
JR

芦
屋

駅
周

辺
の

交
通

機
能

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

　
　

ＪＲ
芦

屋
駅

南
地

区
は

駅
前

広
場

も
含

め
た

整
備

を
検

討
し

，
本

市
の

南
玄

関
の

顔
と

し
て

，
周

辺
の

景
観

に
も

配
慮

し
な

が
ら

JR
芦

屋
駅

周
辺

の
交

通
機

能
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

3
0

　
３

）
駐

車
場

等
の

整
備

方
針

　
①

駐
車

場

1
0
1

　
週

末
の

芦
屋

川
で

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
需

要
に

伴
う

駐
車

場
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
，

既
存

駐
車

場
の

開
放

や
民

間
及

び
関

係
機

関
の

協
力

に
よ

る
駐

車
場

の
確

保
等

を
検

討
し

ま
す

。
　

ＪＲ
芦

屋
駅

周
辺

に
お

い
て

は
，

既
存

ス
ト

ッ
ク

の
有

効
活

用
を

図
り

平
日

の
駐

車
場

利
用

率
を

高
め

る
た

め
に

，
パ

ー
ク

・
ア

ン
ド

・
ラ

イ
ド

の
導

入
を

関
係

機
関

と
協

議
し

て
進

め
ま

す
。

　
（
上

段
削

除
）

　
　

ＪＲ
芦

屋
駅

周
辺

に
お

い
て

は
，

既
存

ス
ト

ッ
ク

の
有

効
活

用
を

図
り

平
日

の
駐

車
場

利
用

率
を

高
め

る
た

め
に

，
パ

ー
ク

・
ア

ン
ド

・
ラ

イ
ド

の
導

入
を

関
係

機
関

と
協

議
し

て
進

め
ま

す
。

2
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H
24

.1
.1

6 
都

市
計

画
審

議
会

説
明

用
資

料
 

 

芦
屋

市
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
見

直
し

に
係

る
市

民
意

見
と

市
の
考

え
方

に
つ

い
て

 

 

■
 

素
案

の
閲

覧
 

 
 

 
 

 
「

広
報

あ
し

や
 

9
月

15
日

号
」

に
お

知
ら

せ
を

掲
載

し
，

同
日

か
ら

市
役

所
北

館
１

階
行

政
情

報
コ
ー

ナ
ー

，
ラ

ポ
ル

テ
市

民
サ

ー
 

 
 

 

ビ
ス

コ
ー

ナ
ー

，
都

市
計

画
課

の
ほ

か
，

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

閲
覧

 

■
 

意
見

募
集

期
間

  
 

 
 

 平
成
２

３
年

９
月

２
６

日
（

月
）

～
平

成
２
３

年
１

０
月

２
６

日
（

水
）

 

■
 

意
見

を
寄

せ
ら

れ
た

人
数

 
４

人
 

■
 

意
見

の
件

数
 

 
 

 
 

 
６

件
 

■
 

意
見

の
内

容
と

市
の

考
え

方
 

以
下

の
と

お
り

 

 

 
（

取
扱

区
分

）
 

 
 

実
施

に
あ

た
り

考
慮

・
・

・
意

見
内

容
を

考
慮

す
る

も
の

 

 
 

素
案

で
考

慮
済

み
・

・
・

意
見

の
趣

旨
を

既
に

素
案

に
織

り
こ

み
済
み

の
も

の
 

 
 

説
明

・
・

・
素

案
の

趣
旨

に
対

し
て

説
明

し
理

解
を

得
る

も
の

 

回
答

・
・

・
意

見
に

対
し

て
の

答
え

 

   
ご

意
見

の
内
容

 
取

扱
 

区
分

 
市

の
考

え
方
・

回
答

 

１
 

ス
ポ

ー
ツ

基
本

法
の

制
定

，
少

子
高

齢
化

社
会

，
青

少
年

セ
ン

タ
ー

の
利
用

状
況

を
ふ

ま
え

，
体

育
館
（

ア
リ
ー

ナ
の

あ
る

）
の

新
設

の
建

設
を

希
望
し

ま

す
。

 

芦
屋

市
は

近
隣

他
市

に
比

べ
，
ス
ポ

ー
ツ
（
運

動
）
に
対

す
る

取
り

組
み
が

地
域

活
動

や
団

体
に

依
存

し
す

ぎ
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

ソ
フ

ト
の

部
分

を
依

存
す

る
の

で
あ

る
な

ら
，
ハ

ー
ド
の

部
分

を
市

が
整
備

説
明

 

都
市

計
画

事
業

や
公

共
施

設
の

新
設
・
建

替
え
な

ど
の
実

施
に

際
し

て
は

，

当
該

施
設

の
活

用
方

法
や

，
既

存
施

設
の

統
廃

合
を

検
討

し
，

事
業

の
優

先

性
や

財
政

状
況

を
見

な
が

ら
判

断
し

て
ま

い
り

ま
す

。
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す
べ

き
と

考
え

ま
す

。
 

青
少

年
セ

ン
タ

ー
の

利
用

状
況

は
競

技
場

で
い

え
ば

，
２

ヶ
月

先
の

施
設
利

用
が

２
ヶ

月
前

に
予

約
で

埋
ま

っ
て

し
ま

し
ま

す
。

 

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
，

市
が

答
え

て
い

ま
せ

ん
。

 

住
宅

都
市

を
目

指
す

の
で

あ
れ

ば
，
住

民
活

動
の

場
を
提

供
す

る
必

要
性
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

２
 

阪
急

の
線

路
を

挟
み

，
南
地

域
と

北
地

域
に

対
す

る
市
の

予
算

の
か

け
か
た

に
差

が
あ

る
と

感
じ

ま
す

。
 

同
じ

芦
屋

住
民

，
同

じ
税

金
を

払
っ

て
い

ま
す

。
 

格
差

の
是

正
を

求
め

ま
す

。
 

説
明

 

都
市

計
画

に
関

す
る

基
本

的
な

方
針

を
定

め
て

い
ま

す
の

で
予

算
に

関

す
る

こ
と

は
記

載
い

た
し

ま
せ

ん
が

，
本

編
（

p
65
)
「

４
）

行
財

政
を

踏

ま
え

た
整

備
 

①
効

果
，

効
率

を
重

視
し

た
整

備
」

に
基

づ
き

，
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

 

な
お

，
阪

急
以

北
は

，
良

好
な

住
宅

地
が

形
成

さ
れ

て
い

る
現

在
の

生

活
環

境
を

今
後

も
守

り
育

て
，

豊
か

な
自

然
に

囲
ま

れ
た

潤
い

あ
る

ま
ち

づ
く

り
を

目
指

す
地

域
と

し
て

山
手

地
域

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

ま
た

，
当

該
地

域
は

急
勾

配
等

の
地

形
的

な
制

約
条

件
が

あ
り

，
難

し

い
状

況
で

は
あ

り
ま

す
が

，
引

き
続

き
，

安
全

で
安

心
で

き
る

ま
ち

づ
く

り
へ

の
取

り
組

み
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
 

 

３
 

JR
や

阪
神

等
の

踏
切

で
の

渋
滞

解
消

の
た

め
，

未
整
備

の
都

市
計

画
道
路

に
つ

い
て

は
，
「

あ
り

方
の

研
究

」
で

な
く

，
必

要
な

個
所

に
つ

い
て

は
，

積
極

的
な

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
 

素
案

で

考
慮

済
 

都
市

計
画

道
路

の
事

業
実

施
に

つ
い

て
は

，
本

編
（

p4
3）

「
⑦

都
市

計
画

道

路
の

事
業

化
等

に
際

し
て

の
配

慮
事

項
」
に

記
載
し

て
い

る
よ

う
に

，「
あ

り

方
の

研
究
」
を

進
め
る

と
と
も

に
，
様

々
な

視
点

か
ら
優

先
順

位
を

検
討
し

，

必
要

な
箇

所
に

つ
い

て
は

，
財

政
状

況
も

考
慮

し
な

が
ら

計
画

的
に

整
備

を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
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４
 

芦
屋

は
今

後
も

住
環

境
の

良
さ

を
売

り
に

発
展

し
て

い
く

べ
き

で
あ

る
と

思

い
ま

す
。

 

用
途

地
域

内
の

建
築

物
の

用
途

制
限

と
い

う
表

に
は

，
カ

ラ
オ

ケ
ボ

ッ
ク
ス

は

ダ
メ

，
キ

ャ
バ
レ

ー
は
ダ

メ
，
と
明

記
さ

れ
て

い
ま

す
が

，
小

さ
い

カ
ラ
オ

ケ
ス

ナ
ッ

ク
に

つ
い

て
は

明
記

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
の

で
，
市
で

は
対

処
で

き
な
い

の
だ

と
思

い
ま

す
が

，
「

住
環

境
の

芦
屋

市
！

」
で

は
，

よ
り

細
か

い
規

制
を

入
れ

，

本
当

に
住

環
境

を
守

る
事

が
出

来
る

，
細

部
に

ま
で

目
の

行
き

届
い

た
都

市
計

画
，
他

の
市

で
家

を
買
え

ば
，
こ
う

い
う

こ
と

が
起

こ
り

え
ま

す
が

，
芦

屋
で

家

を
買

っ
た

ら
，
こ

う
い

う
こ

と
は

起
こ

り
え

ま
せ

ん
！
と

安
心

し
て

子
育
て

世
代

を
迎

え
入

れ
ら

れ
る

規
制

を
お

考
え

頂
き

た
い

で
す

。
 

回
答

 

現
行

法
よ

り
も

規
制

を
厳

し
く

す
る

に
は

，
建

築
協

定
や

地
区

計
画

と
い

っ
た

手
法

に
よ

り
地

域
ご

と
に

ま
ち

づ
く

り
の

ル
ー

ル
を

別
途

設
け

る
こ

と

が
で

き
ま

す
。

地
域

主
体

で
ル

ー
ル

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
，

市
の

認
可

を

得
る

こ
と

に
よ

り
規

制
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
た

だ
し

，
地

域
の

居
住

者

及
び

地
権

者
の

合
意

が
原

則
必

要
と

な
り

，
地

域
主

体
で

検
討

し
て

い
た

だ

く
必

要
が

あ
る

た
め

，
か

な
り

の
時

間
と

労
力

を
要

し
ま

す
。

ま
た

，
そ

れ

ら
の

ル
ー

ル
が

策
定

で
き

れ
ば

新
し

い
出

店
は

規
制

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す

が
，

既
存

の
も

の
に

は
引

き
続

き
営

業
が

認
め

ら
れ

ま
す

の
で

，
す

ぐ
に

そ

れ
ら

の
用

途
を

完
全

に
禁

止
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

詳
し

く
は

下
記

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
 

h
tt

p:
//w

w
w

.c
it

y.
as

h
iy

a.
lg

.jp
/t

os
h

ik
ei

ka
ku

/m
ac

h
iz

uk
u

ri
.h

tm
l  

 

５
 

人
口

推
移

予
測

で
は

20
15

年
を

ピ
ー

ク
に

減
少

し
て
い

く
と

あ
り

ま
す
が

，

こ
れ

か
ら

の
人

口
減

少
と

年
齢

構
成

の
大

幅
な

変
化
（
高

齢
者

の
急

増
）
は
都

市

計
画

の
大

幅
な

見
直

し
を

求
め

て
い

ま
す

。
人

口
減

少
，
高
齢

者
急

増
と
い

っ
た

こ
と

を
正

面
か

ら
と

ら
え

て
の

都
市

計
画

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
公

共

交
通

の
整

備
，
空

き
家
対

策
，
零

細
商

店
の

配
置

な
ど
が

求
め

ら
れ

て
く
る

と
思

い
ま

す
が

，
そ
れ

ら
は

す
ぐ

に
で

き
る

も
の

で
は

な
く
準

備
を

し
て

い
く
期

間
が

必
要

で
す

。
人
口

減
少
社

会
の

観
点

を
も

っ
と

強
く

打
ち

出
し

，
対

策
準

備
を

行

う
計

画
に

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

と
考

え
ま

す
。

 

説
明

 

芦
屋

市
の

人
口

は
，

震
災

に
よ

る
減

少
か

ら
徐

々
に

回
復

し
，

近
年

は

震
災

前
を

上
回

る
増

加
と

な
っ

て
お

り
ま

す
が

，
今

後
の

高
齢

化
の

進
行

や
人

口
減

少
へ

の
転

換
は

多
岐

に
わ

た
る

課
題

と
し

て
危

惧
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
 

な
お

，
本

編
（

p
6
5)
「

４
）

行
財

政
を

踏
ま

え
た

整
備

 
①

効
果

，
効

率
を

重
視

し
た

整
備

」
に

て
以

下
の

よ
う

に
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

，
今

後
の

留
意

事
項

と
し

ま
す

。
 

「
少

子
高

齢
社

会
を

迎
え

，
財

政
状

況
も

厳
し

さ
を

増
す

こ
と

が
明

ら
か

な

状
況

の
中

で
，

今
後

は
施

設
整

備
や

維
持

管
理

を
社

会
情

勢
や

財
政

的
観

点

か
ら

と
ら

え
，

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

に
十

分
配

慮
し

た
整

備
運

用
を

図

り
ま

す
。
」
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６
 

防
災

の
点

で
す

。
都

市
計

画
の

観
点

で
防

災
を

考
え

れ
ば

，
危

険
地

に
住
宅

建

設
を

さ
せ

な
い

と
い

っ
た

こ
と

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
東

日
本

大
震

災

の
教

訓
は

，
沢
や

池
，
沼
，
田

の
埋
め

立
て

地
で

は
液
状

化
や

斜
面

地
の
崩

れ
が

深
刻

な
状

況
を

つ
く

り
だ

し
て

い
ま

す
。
切

り
土

は
い
い

が
盛

り
土

は
く
ず

れ
る

と
い

っ
た

現
象

が
起

き
て

い
ま

す
。

現
行

で
危

険
地

へ
の

対
策

を
取

る
と

と
も

に
，
都

市
計

画
と

し
て

は
そ

う
し

た
場

所
を

危
険

地
と
し

て
い

く
こ

と
が
必

要
か

と
考

え
ま

す
。
後

付
け
の

防
災

で
は

な
く

，
予
測

さ
れ
る

災
害

を
防

止
す
る

こ
と

を
備

え
た

都
市

計
画

に
し

て
い

く
こ

と
を

求
め

ま
す

。
 

素
案

で

考
慮

済
 

本
編

（
p
59
）

の
「
（

６
）

都
市

防
災

の
方

針
」

に
，

災
害

に
強

い
ま

ち

づ
く

り
を

進
め

る
た

め
に

，
様

々
な

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

 

山
裾

部
で

の
土

砂
災

害
の

発
生

及
び

住
宅

の
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る

た
め

「
六

甲
山

系
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

整
備

事
業

」
等

に
よ

る
植

林
や

維
持

管
理

等
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

関
係

機
関

と
協

議
し

進
め

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

 

ま
た

，
急

傾
斜

地
の

崩
壊

，
土

石
流

の
土

砂
災

害
に

つ
い

て
は

，
平

成
１

９
年

９
月

に
兵

庫
県

が
土

砂
災

害
警

戒
区

域
と

し
て

指
定

し
て

お
り

，
市

と

し
て

も
防

災
情

報
マ

ッ
プ

等
に

て
土

砂
災

害
に

関
す

る
情

報
を

啓
発

し
て

い

ま
す

。
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